














（ 続紙 １ ）                             















































チモン層への拡散が抑制され、63 ℃、相対湿度 50％、1 sun（JIS C8938）の耐光試験におい































４． i 層に硫化アンチモンを用いた p−i−n 接合素子の耐久性に関しては、酸化亜鉛ナノ粒
子の場合のような酸素欠損の影響は見られず、p層、i層および n層の各層を最適化す
ることで、電子輸送層あるいはホール輸送層に用いた材料に含まれる元素の硫化アン
チモン層への拡散が抑制され、63 ℃、相対湿度 50％、1 sun（JIS C8938）の耐光試
験において 1500 時間経過後でも初期性能の 90％以上を保持できることを明らかに
した。 
 
以上、本研究は有機－無機ハイブリッド太陽電池のための効果的な材料と素子構成に関
する指針を提言したものであり、エネルギー科学の分野に大きく貢献するものである。 
 よって、本論文は博士（エネルギー科学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、平成２９年７月３１日に実施した論文内容とそれに関連した試問の結果合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文の全文は、本学学術情報リポジトリに
掲載し、公表とする。ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即
日公表することに支障がある場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。 
要旨公開可能日：２０１８年９月２５日以降 
 
